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１．はじめに ベトナム北部の紅河（Red River）の下流域に広がる紅河デルタは，面積が
14,799km2 で，その 58%が農地，45%が水田として利用されている．紅河デルタ中央部の
56%は海抜 2m 以下の典型的な低平農地域であり，雨期の内水排除には機械排水が不可欠
な地域である．ベトナム政府は 1986年 12月にドイモイ（Doi Moi）政策を採択し，これに
伴う政策転換によって，農業生産システムも集団請負制から家族請負制に移行した．また，

従来の大区画圃場も分割され各農家に配分された．ドイモイ政策以降，紅河デルタの低平

農地域では排水機場が増設され，以前に比べ雨期の湛水による水稲の減収は少なくなって

はいるが，機械排水能力が未だに不充分であることに加え，排水系統が集団農場時代の大

区画圃場に合わせて設計されたものであること，排水施設の維持管理が不充分であること，

などによって現在でも毎年のように湛水被害が発生している（Nguyen et al., 2001; Hai and 
Egashira, 2002）．著者らは，紅河デルタ低平農地域における洪水時の湛水実態の解明を目的
として，ハノイ農業大学と共同研究を進めており，現在，解析対象地区の流域諸元の収集

を進めているところである．本報告では，その予備解析として実施した連続貯水池モデル

を用いた排水解析について，その概要を報告する． 
２．解析地区 ハノイ北東約21kmに位置するPhu Lamコミューン地区を解析対象とした．
ベトナムでは，主要排水機場および基幹水路（1 次水路）は県レベルの管理を担当する灌
漑排水管理組合（IDMC）によって管理されている．2次水路や中規模排水機場などのコミ
ューンレベルの管理も IDMCが担当し，3次水路や小規模排水機場などの末端施設は村単
位で管理されている．Phu Lam地区は集水面積約 10.5km2で，そのうち，2%が 1次水路，
75%が水田や 2 次，3 次水路，池であり，
23%がその他の土地利用（居住地区，公共
施設など）となっている（Fig.1）．水路は
全て用排兼用である．1999 年の調査（Hai 
and Egashira, 2002）では，地区面積の 74.2%
で機械排水によって雨水が排除されている． 
３．解析モデル 排水解析には連続貯水池

モデルを使用した．2003年 9月（雨期）に
実施した現地調査によると，1 次水路と 2
次水路は管理道路の下に埋設された暗渠で

接続されており，また水田には畦畔はなく，

水田とその周辺の 2次，3次水路は一つの
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Fig.1 Land use map for Phu Lam Commune. 



水域と見なせることがわ

かった．そのため，Fig.1
に示した土地利用図をも

とに，2次，3次水路は水
田の一部と見なし，水田

と合わせて適当な大きさ

に分割し，これを水田タ

ンクとした．池も水田タ

ンクとして取り扱った．

一方，1 次水路は適当な
長さに分割し，河道タン

クとした．タンク間の接

続部分には暗渠および開

水路不等流を想定し，流量の計算に

はそれぞれの水理公式を使用した．

施設の詳細が不明であるため，地区

外への雨水の排除は全て機械排水と

仮定し，地区の機械排水能力

16,000m3/h（Hai and Egashira, 2002）
を排水系統を考慮して 4地点の排水
機場に配分した．排水機場のオンオ

フには，排水機場隣接のタンクの水

位を用いた幅 0.05m（-0.50～-0.45m，
管理道路上面が標高基準）の不感帯

制御を想定した．排水系統図を Fig.2
に示す．入力降雨には，ハノイ北西

約 50km地点で 2000年7月に観測さ
れた 10分間隔実測降雨を使用した． 
４．結果と考察 4地点の排水機場が稼働している時の雨水の流動方向を Fig.2に矢印で示
す．同図中の点線で示すように，中央上部に位置する排水機場の集水面積が最大であるこ

とがわかる．地区東部のタンク水位の時間変化を Fig.3に示す．また，1次水路の通水能力
に比べ，1次水路と 2次水路間の暗渠の通水能力が低く，これによって排水機場から離れ
た末端の水田タンクで長時間の湛水が発生している． 
５．おわりに 今後，流域諸元の詳細を把握し，紅河デルタ低平農地域における洪水時の

湛水実態を検討していく予定である．本研究の一部は，九州大学 P&P『農学分野における
研究パートナーシップの構築』（研究代表者：江頭和彦）の補助を受けたことを付記する． 
参考文献 Hai D. N. and K. Egashira (2002): Irrigation and Drainage Systems and Their Impact on Land Use and Rice 
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Province, Journal of Faculty of Agriculture, Kyushu University, 46(2): 411-422  Nguyen, T. C., C. A. Tiep, P. N. Dung 
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Fig.2 Drainage network and flow directions in Phu Lam Commune. 

Fig.3 Inundation in the eastern part of Phu Lam Commune. 


